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中国ブロック・ユネスコ
活動研究会in広島
～広島ユネスコ協会設立40周年記念～

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、
設

立
40
周
年
記
念
事
業
第
３
弾
と

し
て
、
去
る
２
月
８
・
９
日
の

両
日
、
広
島
市
文
化
交
流
会
館

を
会
場
に
「
２
０
１
３
年
度
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活
動

研
究
会
in
広
島
」
を
主
管
し
て

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
協

会
設
立
40
周
年
を
記
念
す
る
事

業
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か

（
防
府
ユ
協
）、
亀
井
章
広
島
県

ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会
会
長

（
広
島
ユ
協
）
に
よ
る
主
催
者

挨
拶
、
北
川
建
次
広
島
ユ
ネ
ス

コ
協
会
会
長
の
歓
迎
挨
拶
の
あ

と
尾
形
完
治
広
島
市
教
育
長
の

来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

つ
い
で
、
研
究
プ
ロ
グ
ラ

ム
・「
地
域
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
展
開
」
≪
パ
ー
ト
Ⅰ
≫
は
、

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
第
16
回

広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
表

彰
行
事
と
受
賞
者
に
よ
る
活
動

発
表
。
例
年
と
違
う
状
況
の
中

で
の
表
彰
行
事
、
ま
ず
は
足
立

柳
子
教
育
部
会
長
の
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
踏
ま
え
た
事
業
概
要

説
明
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
つ
い

で
学
校
部
門
５
校
、
社
会
部
門

６
団
体
に
北
川
会
長
か
ら
表
彰

状
と
楯
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

（
３
面
に
詳
報
掲
載
）。
活
動
発

表
は
、
ど
の
団
体
も
３
分
の
持

ち
時
間
を
は
る
か
に
超
え
る
力

の
入
れ
よ
う
で
し
た
。
参
加
者

に
お
願
い
し
た
事
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
（
以
下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
）

で
は
、「
発
表
時
間
の
管
理
が

悪
い
」、「
時
間
の
厳
守
が
大
切

だ
」
な
ど
の
苦
言
が
多
か
っ
た

も
の
の
、内
容
に
つ
い
て
は「
と

て
も
良
か
っ
た
」、「
良
か
っ

た
」
あ
わ
せ
て
（
以
下
、「
良
か
っ

ら
、
当
協
会
カ
ラ
ー
の
出
た
特

色
あ
る
会
に
す
る
こ
と
に
意
を

用
い
る
と
と
も
に
、
現
在
の
ユ

ネ
ス
コ
運
動
の

枢
要
な
課
題
を

受
け
て
、
研
究

会
テ
ー
マ
を

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持

続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
教
育
）
の

推
進
が
ユ
ネ
ス

コ
運
動
の
未
来

を
拓
く
」
と
し

ま
し
た
。

　

前
夜
か
ら
の

十
数
年
ぶ
り
の

大
雪
で
出
足
が

心
配
さ
れ
る

中
、
井
尾
義
信

文
化
部
会
長
の

総
合
司
会
に
よ
り
二
日
間
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
。
ま
ず
、

１
１
６
名
の
参
加
の
も
と
に
始

ま
っ
た
開
会
式
で
は
、
脇
正
典

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
理
事

広島ユネスコ協会設立40周年事業の意義も踏まえて開催された
中国ブロック・ユネスコ活動研究会in広島（2月8日）

特　集

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進
が
　
　
　
　
　
　
　

ユ
ネ
ス
コ
運
動
の
未
来
を
拓
く
」

広
島
で
中
国
ユ
ネ
ス
コ
研
究
会
開
く

活動奨励賞や活動発表、
基調講演、過去の事例報告も

（
２
面
へ
）
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た
」）
68
％
で
し
た
。

　

つ
ぎ
の
当
協
会
副
会
長
・
中

山
修
一
先
生
（
元
ユ
ネ
ス
コ
国
内

委
員
、
広
島
大
学
名
誉
教
授
）
に

よ
る
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
は
ユ
ネ
ス
コ
運
動
の
苗

代
で
す
」
と
題
す
る
基
調
講
演

（
２
面
左
上
に
要
点
掲
載
）
に
つ

い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
良

か
っ
た
」が
79
％
の
評
価
。「
わ

か
り
や
す
く
、
興
味
が
湧
き
、

疑
問
が
溶
け
た
。
将
来
の
方
向

性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」、「
基

本
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
」、

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、

経
緯
が
よ
く
わ
か
っ
た
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
参
加

者
に
は
大
変
好
評
の
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

展
開
」
≪
パ
ー
ト
Ⅱ
≫
は
、
広

島
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
第
１

〜
15
回
の
受
賞
者
の
中
か
ら
お

願
い
し
た
学
校
・
団
体
そ
れ
ぞ

れ
10
分
の
事
例
発
表
。
学
校
部

門
か
ら
は
広
島
市
立
大
林
小
学

校
、
同
幟
町
中
学
校
、
同
古
田

中
学
校
。
こ
の
奨
励
賞
受
賞
が

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
へ
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
が
深
ま
っ
た
、
な
ど
の

発
表
は
フ
ロ
ア
に
も
興
味
深
く

聞
か
れ
た
よ
う
で
し
た
。ま
た
、

社
会
部
門
か
ら
の
ひ
ろ
し
ま
音

読
の
会
に
よ
る
詩
「
水
ヲ
ク
ダ

サ
イ
」、「
生
ま
し
め
ん
か
な
」

と
被
爆
体
験
記
の
朗
読
は
参
加

者
の
心
に
強
い
感
銘
を
与
え
、

ま
た
、
小
河
内
Ｏオ

ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
平
和
大
通
り
樹
の
会
の
そ

れ
ぞ
れ
地
域
の
特
性
を
打
ち
出

し
た
活
動
の
披
瀝
は
、
社
会
教

育
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進
に

大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ

た
よ
う
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
締
め
く
く
り
は
広

島
ジ
ュ
ニ
ア
・
マ
リ
ン
バ
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
「
情
熱
大

陸
」、「
花
は
咲
く
〜
復
興
支
援

ソ
ン
グ
」
な
ど
お
な
じ
み
の
曲

の
素
晴
ら
し
い
技
倆
に
よ
る
迫

力
満
点
の
演
奏
。
参
加
者
の
胸

を
強
く
打
ち
、
し
ば
ら
く
拍
手

が
鳴
り
止
ま
ず
、
し
ば
し
余
韻

の
残
る
感
動
的
な
20
分
で
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
発
表
に
は
、

「
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
活
動

で
、
興
味
深
く
聞
け
た
」、「
継

続
的
な
優
れ
た
取
り
組
み
の
事

業
が
聞
け
て
大
変
参
考
に
な
っ

た
」、「
各
団
体
の
ユ
ネ
ス
コ
精

神
発
揮
の
た
め
の
苦
労
話
は
興

味
津
々
」、「
ど
の
団
体
の
発
表

も
聞
き
ご
た
え
が
あ
っ
た
」、

「
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ
の
演
奏

は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
心
が
洗

わ
れ
た
」
な
ど
と
好
評
。
評
価

も
「
良
か
っ
た
」
が
79
％
で
、

概
し
て
本
研
究
会
の
テ
ー
マ
に

ふ
さ
わ
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
い
で
開
催
さ
れ
た
交
流
会

は
、
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
受

賞
者
、
事
例
発
表
の
み
な
さ
ん

も
含
め
た
86
名
の
参
加
を
得

て
、
松
岡
盛
人
組
織
部
会
長
の

司
会
に
よ
り
、
阪
本
修
曹
師
の

清
興
・「
音
戸
の
舟
唄
」
の
熱

唱
で
ス
タ
ー
ト
。
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
熱
心
な
情
報

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
40
名
の
参
加
を

得
て
開
会
。
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・

ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会
会
議

で
、
亀
井
章
会
長
の
後
任
に
岡

山
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会
鈴

木
昌
徳
会
長
を
選
出
。
つ
い
で

各
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会
か

ら
の
現
況
報
告
、
日
本
ユ
ネ
ス

コ
国
内
委
員
会
報
告
（
同
委
員
・

岡
崎
天
隆
氏
）、
日
本
ユ
ネ
ス
コ

協
会
連
盟
報
告
（
同
連
盟
教
育
文

化
事
業
部
・
鴨
志
田
智
也
氏
）、
岡

山
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会
会
長

か
ら
の
次
年
度
研
究
会
を
津
山

市
で
開
催
す
る
旨
の
挨
拶
、
橋

本
徹
泱
同
事
務
局
長
か
ら
の
今

秋
岡
山
市
で
開
催
予
定
の
「
国

連
Ｅ
Ｓ
Ｄ
10
年
最
終
年
会
議
」

の
案
内
が
あ
り
、
古
田
碩
永
副

会
長
の
閉
会
挨
拶
を
も
っ
て
す

べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

ま
た
研
究
会
終
了
後
、
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
柴
田

幸
子
平
和
・
世
界
遺
産
部
会
長

が
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
・

ピ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と

と
も
に
希
望
者
５
名
を
平
和
記

念
公
園
、
追
悼
平
和
祈
念
館
、

原
爆
ド
ー
ム
、
本
川
小
学
校
資

料
館
へ
案
内
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
こ
の

研
究
会
全
体
の
運
営
に
つ
い
て

は
、「
良
か
っ
た
」
が
82
％
の

評
価
。「
広
島
ら
し
い
研
究
会

で
あ
っ
た
」、「
パ
ー
ト
Ⅱ
が
良

か
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
事
例
発

表
が
あ
り
、
興
味
深
く
聞
け

一�

、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
教
育
）
と
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル

一
、
文
科
省
と
県
の
取
組

一�

、
ユ
ネ
ス
コ
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
、
新
し

い
社
会
、
平
和
で
持
続
可
能
な
社

会
を
目
指
す

一�

、
ユ
ネ
ス
コ
の
当
初
の
使
命
で
あ

る
「
人
の
心
に
平
和
の
砦
を
」
に

加
え
、
日
本
の
提
案
で
新
た
に

「
平
和
で
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
」
が
加
わ
っ
た
（
２
０
０
５

年
～
）

一�

、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
認
定
・

加
盟
校
推
進
。
加
盟
校
は
世
界
で

９
５
６
６
校
（
２
０
１
３
・
11
）、

日
本
は
６
４
７
校
（
２
０
１
３
年

度
）

一�

、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
実
施
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

一�

、
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
支

援
体
制

一�

、
地
域
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
役
割

（
ユ
ネ
ス
コ
活
動
推
進
に
お
け

る
協
会
の
重
要
性
）

◎
期
待
「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
選

ば
れ
た
こ
と
を
学
校
の
誇
り
に
し

て
く
だ
さ
い
。
学
校
の
実
践
活
動
の

副
題
に
ぜ
ひ
『
ユ
ネ
ス
コ
の
理
想
を

求
め
て
』
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
は　

　
　
　

ユ
ネ
ス
コ
運
動
の
苗
代
で
す
」

基
調
講
演
　

中
山
修
一
氏

（
３
面
へ
）
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た
」、「
た
く
さ
ん
学
ん
だ
」、「
内

容
が
良
か
っ
た
」、「
会
場
が
良

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
る

半
面
、「
開
催
時
期
が
悪
い
。

せ
め
て
３
月
に
」「
時
間
配
分

に
不
満
が
あ
る
」
な
ど
の
声
も

あ
り
、
今
後
の
会
の
持
ち
か
た

を
検
討
す
る
上
で
の
大
切
な
意

見
と
な
る
も
の
で
し
た
。

　

終
わ
り
に
本
研
究
会
開
催
に

あ
た
り
絶
大
な
る
協
力
を
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
副
会
長　

古
田
碩
永
）

【
学
校
部
門
】

○
広
島
市
立
狩
小
川
小
学
校

　

独
自
の
教
材
開
発
と
授
業
で

平
和
教
育
。
地
域
の
自
然
や
伝

統
文
化
を
生
か
し
た
教
育
活
動

○
広
島
市
立
矢
野
西
小
学
校

　

ヒ
マ
ワ
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
生
命
を
尊
び
、
動
植
物
・
自

然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る

○
広
島
市
立
段
原
中
学
校

　

母
校
の
歴
史
と
世
界
の
子
ど

も
の
実
態
を
見
つ
め
、
環
境
保

全
の
活
動
で
平
和
の
心
を
育
む

○
広
島
市
立
長
束
中
学
校

　

千
羽
鶴
の
再
生
紙
カ
ー
ド
に

ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
載
せ
国

内
外
の
人
々
と
平
和
交
流

○�

広
島
市
立
大
手
町
商
業
高
等

学
校

　

掘
り
起
こ
し
た
被
災
資
料
で

脚
本
創
り
上
演
し
戦
争
の
悲
惨

さ
や
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
る

【
社
会
部
門
】

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
友
愛
ア
カ
デ
ミ
ー

　

日
本
語
と
文
化
を
学
ぶ
韓
国

の
学
生
を
受
け
入
れ
、
地
域
社

会
と
国
際
交
流
の
推
進
を
支
援

○
大
人
の
か
く
れ
家
倶
楽
部

　

里
山
の
整
備
で
環
境
保
護
・

地
域
遺
産
の
保
存
。
多
彩
な
体

験
活
動
で
住
民
の
絆
を
深
め
る

○�

広
島
国
際
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ク

ラ
ブ

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ビ
ジ
ッ
ト

で
国
際
交
流
・
国
際
理
解
を
進

め
て
平
和
活
動
に
貢
献

○
本
川
地
区
女
性
連
合
会

　

女
性
の
資
質
向
上
、
地
域
の

教
育
・
福
祉
に
尽
力
。
国
内
外

の
人
々
に
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
発
信

○
ま
ち
づ
く
り
市
民
グ
ル
ー
プ

　
「
可
部
カ
ラ
ス
の
会
」

　

地
域
環
境
の
保
全
・
啓
発
や

地
域
遺
産
の
発
掘
・
継
承
。
地

域
の
連
帯
を
深
め
る
ま
ち
創
り

○
み
や
じ
ま
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

宮
島
の
自
然
で
環
境
問
題
の

体
験
学
習
と
実
践
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
青
少
年
を
対
象
に
推
進

�

（
教
育
部
会
長　

足
立
柳
子
）

広島市立矢野西小学校

広島市立長束中学校

NPO法人　友愛アカデミー

広島国際ホームステイクラブ

みやじま未来ミーティング

広島市立狩小川小学校

広島市立段原中学校

広島市立大手町商業高校

大人のかくれ家倶楽部

まちづくり市民グループ「可部カラスの会」 本川地区女性連合会

ユ
ネ
ス
コ

活
動
奨
励
賞

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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２
０
１
３
年

度
（
平
成
25
年

度
）
の
「
高
校

生
国
際
理
解
セ

ミ
ナ
ー
」
が
、

昨
年
末
・
12
月

23
日
（
祝
・
月
）、

広
島
市
中
区
の

市
青
少
年
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。
高
校
生
ら
42
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

【
講　

演
】

　

午
前
中
は
「
ユ
ネ
ス
コ
の
夢

と
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
」

と
題
し
て
、
広
島
大
学
名
誉
教

授
の
中
山
修
一
氏
（
広
島
ユ
ネ

ス
コ
協
会
副
会
長
）
が
講
演
。
中

山
氏
は
「
ユ
ネ
ス
コ
の
夢
は
戦

争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
つ
く

る
た
め
、
全
て
の
人
々
の
心
の

中
に
平
和
の
砦
を
築
く
こ
と
、

加
え
て
平
和
で
持
続
可
能
な
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
」

と
強
く
訴
え
ら
れ
、
こ
の
日
参

加
し
た
高
校
生
に
大
き
な
期
待

の
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
体
験
発
表
】

　

次
い
で
行
わ
れ
た
体
験
発
表

と
意
見
交
換
で
は
、
最
初
に
広

島
大
学
附
属
高
校
１
年
の
小
桜

智
穂
さ
ん
が
活
動
報
告
し
ま
し

た
。
小
桜
さ
ん
は
、
長
崎
市
の

市
民
団
体
が
選
ん
だ
高
校
生
平

和
大
使
20
人
の
１
人
と
し
て
、

昨
年
８
月
、ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
の
国
連
欧
州
本
部
を
訪
れ
て

核
廃
絶
を
ス
ピ
ー
チ
し
た
体
験

を
紹
介
。「
私
た
ち
高
校
生
の

行
動
が
、
平
和
の
波
を
起
こ
す

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
昨
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
へ
留
学
し
た
、
ク
ラ
ー
ク
記

念
国
際
高
校
２
年
の
藤
賀
渉
世

さ
ん
と
、
檜
山
奈
々
さ
ん
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
留
学
で
家
族
や

学
生
と
交
流
を
深
め
る
中
で
、

語
学
力
を
向
上
さ
せ
貴
重
な
生

活
体
験
も
で
き
た
と
、
話
し
ま

し
た
。

【
討
議
と
意
見
の
ま
と
め
】

　

こ
の
あ
と
５
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
広
島
大
学
附
属
中
・

高
校
教
諭
の
藤
原
隆
範
さ
ん
の

司
会
進
行
で
、
こ
の
日
の
基
調

講
演
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
ユ

ネ
ス
コ
の
夢
と
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
」
に
つ
い
て
討
議
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
「
ユ
ネ

ス
コ
の
認
知
度
が
低
い
の
で

は
」「
日
韓
関
係
も
高
校
生
同

士
が
仲
良
く
交
流
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
の
間
の
認
識
の
違

い
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
」「
今
の
幸
せ
を
持
続
す

る
こ
と
。
夢
を
持
ち
続
け
る
こ

と
」「
交
流
に
あ
っ
て
は
、
先

入
観
を
排
し
相
互
理
解
を
」「
日

本
の
推
進
で
決
ま
っ
た
ユ
ネ
ス

コ
の
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
も
う
と
思
う
。
し
か

し
現
状
は
、
日
本
は
誇
れ
る
国

と
は
言
え
な
い
」
な
ど
、
厳
し

い
意
見
や
感
想
が
相
次
い
で
出

さ
れ
ま
し
た
。

【
コ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
（
世
界
寺

子
屋
運
動
募
金
活
動
）】

　

高
校
生
と
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協

会
会
員
ら
は
午
後
、
市
内
中
区

八
丁
堀
の
天
満
屋
ビ
ル
前
交
差

平和大使の体験を報告する小桜さん

留学体験を話す藤賀さん（左）と檜山さん（右）

平和や国際理解などについて意見を交換

高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー　
市
青
少
年
セ
ン

タ
ー
と
共
催

青少年・女性のページ

ユ
ネ
ス
コ
の
夢
と
　
　
　
　
　

　
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

（
５
面
へ
）
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点
の
街
頭
に
立
ち
、
道
行
く
市

民
に
「
世
界
の
恵
ま
れ
な
い
子

ど
も
た
ち
が
教
育
を
受
け
ら
れ

る
た
め
、
世
界
寺
子
屋
支
援
の

募
金
を
お
願
い
し
ま
ー
す
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
み
な
さ
ん
か
ら
支
援
募
金

（
５
７
、０
２
６
円
）
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
寒
い
中
、
活
動
に

参
加
し
て
頂
い
た
高
校
生
や
協

会
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
・

街
頭
募
金
」
に
参
加
し
て

　
広
島
大
学
附
属
高
校
１
年

�

小
桜　

智
穂
さ
ん

　

様
々
な
場
で
活
躍
す
る
方

と
、「
国
際
理
解
と
は
何
か
」「
私

達
に
求
め
ら
れ
て
い
る
事
は
何

か
」
意
見
交
換
を
行
っ
た
事
が

一
番
印
象
的
で
し
た
。
同
じ
目

的
を
持
つ
人
と
意
見
交
換
を
行

う
事
で
、
新
た
な
考
え
が
生
ま

れ
る
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
活

動
に
対
す
る
情
熱
も
生
ま
れ
ま

し
た
。
理
解
と
は
受
け
入
れ
る

事
で
あ
る
と
同
時
に
繋
が
る
事

で
あ
る
。
私
は
、
国
際
理
解
の

出
来
る
人
と
は
、
全
て
の
事
に

繋
が
り
を
見
出
せ
、
そ
れ
を
国

際
と
い
う
大
き
な
輪
へ
と
導
け

る
人
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
募
金
を
し
て
下
さ
っ
た

方
々
の
思
い
や
り
に
触
れ
ら
れ

た
事
も
、
良
い
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
貴
重
な
体
験
を
与
え
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

北
川
建
次
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協

会
会
長
が
、
同
小
学
校
体
育
館

に
お
い
て
、
全
児
童
69
人
の
前

で
、
堂
道
和
雄
校
長
に
ス
テ
ン

レ
ス
製
の
プ
レ
ー
ト
を
手
渡
し

ま
し
た
。

�

（
事
務
局
長　

藤
井
孝
行
）

大
林
小
が
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
に
認
定　

　

広
島
市
立
大
林
小
学
校
が
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
の
保
護
活
動
に
取

り
組
み
、
国
連
教
育
科
学
文
化

機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
か
ら
「
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
」に
選
ば
れ
、

１
月
７
日
、
同
小
学
校
で
認
定

プ
レ
ー
ト
の
贈
呈
式
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
年
も
東
京
・
杉
並
ユ
ネ
ス

コ
協
会
青
年
部
（
高
校
生
・
大
学

生
中
心
）
の
広
島
訪
問
平
和
学

習
が
行
わ
れ
ま
す
。
日
時
は
３

月
27
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）

の
２
日
間
で
す
。
今
回
で
16
回

目
に
な
り
ま
す
。
研
修
会
場
は

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平

和
祈
念
館
（
地
下
１
階　

研
修
室

１
・
２
）。
青
年
部
の
皆
さ
ん
は
、

27
日
に
広
島
平
和
記
念
資
料
館

を
見
学
し
た
あ
と
、
新
井
俊
一

郎
さ
ん
の
被
爆
体
験
証
言
を
聞

き
、
広
島
の
高
校
生
・
会
員
と

の
交
流
会
に
の
ぞ
ま
れ
ま
す
。

28
日
に
は
、
公
益
財
団
法
人
放

射
線
影
響
研
究
所
（
南
区
比
治

山
）
や
平
和
公
園
内
記
念
碑
の

見
学
を
行
い
ま
す
。
広
島
ユ
ネ

ス
コ
協
会
会
員
み
な
さ
ん
の
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
平
和
・
世
界
遺
産
部
会
長

�

　

柴
田
幸
子
）

橋
本
さ
ん
が
「
春
の　

さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

第
百
五
十
八
回
目
と
な
る

「
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン
」（
出
前
講

座
）
が
、
３
月
15
日
（
土
）、
段

原
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
同
公
民
館
の
新
築
オ
ー

プ
ン
も
記
念
し
、
講
師
に
橋
本

勇
夫
さ
ん
を
迎
え
、「
春
の
さ

わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
題
し

た
「
オ
ル
ゴ
ー
ル
と
ギ
タ
ー
演

奏
」
を
楽
し
く
聴
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

演
奏
曲
目
は
「
星
空
の
下

で
」「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」「
花

は
咲
く
」
な
ど
で
し
た
。

《
報
告
》
高
校
生
国
際
理
解

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
中
区
八

丁
堀
で
世
界
寺
子
屋
運
動

の
募
金
活
動
を
い
た
し
ま

し
た
。

　

集
ま
っ
た
募
金
５
７
、

０
２
６
円
は
、
た
だ
ち
に
12

月
25
日
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協

会
連
盟
に
送
金
い
た
し
ま

し
た
。

�

（
事
務
局
長　

藤
井
孝
行
）

世界の恵まれない子どもたちが教育を受けられるように
と募金支援を訴える高校生

第
16
回
広
島
訪
問
平
和
学
習

杉
並
ユ
ネ
ス
コ
青
年
部
が

３
月
27
・
28
日
に
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教
育
部
会
理
事

谷
原
久
資
氏

　

ユ
ネ
ス
コ
に
関
す
る
教

育
委
員
会
の
組
織
が
充
実

し
、
民
間
の
ユ
ネ
ス
コ
協

会
が
で
き
ま
し
た
。

　

行
政
側
か
ら
も
応
援
す

る
よ
う
に
指
示
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
職
員
が
入
会

し
ま
し
た
。
私
も
ユ
ネ
ス

コ
の
活
動
や
内
容
も
理
解

し
な
い
ま
ま
で
の
入
会
で

し
た
。
入
会
し
た
の
は
昭

和
五
十
年
頃
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

当
時
は
勤
務
時
間
に
余

裕
が
な
く
、
ユ
ネ
ス
コ
の

研
修
時
間
と
重
な
り
参
加

出
来
な
い
会
員
で
し
た
。

　

会
議
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
懐
か
し
い
顔

ぶ
れ
に
も
出
会
い
、
永
い

間
の
空
白
を
感
じ
ま
し

た
。

　

会
議
や
研
修
に
参
加

し
、
ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
が

次
第
に
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
の
精
神
は

「
世
界
平
和
を
願
い
、
民

族
の
違
い
で
差
別
を
し
な

い
人
間
。
欲
望
の
た
め
の

争
い
を
し
な
い
」。
私
も

そ
ん
な
思
い
で
日
々
、
努

力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

�

（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

29�
日
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス

コ
活
動
研
究
会
担
当
者
最
終
打

合
せ
会�

（
市
文
化
交
流
会
館
）

〈
2
月
〉

8�
・
9
日
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ

ネ
ス
コ
活
動
研
究
会

�

（
市
文
化
交
流
会
館
）

20�
日
／
大
垣
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
Ｎ

Ｇ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｇ
マ
テ
ィ

ン
さ
ん
ご
夫
妻
広
島
訪
問

�

（
広
島
平
和
記
念
資
料
館
）

24�
日
／
杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会
広
島

訪
問
打
合
せ
会
議

�

（
平
和
・
世
界
遺
産
部
会
）

〈
3
月
〉

5�
日
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス

コ
活
動
研
究
会
反
省
会

�

（
会
長
・
副
会
長
・
部
会
長
）

15�
日
／
広
島
Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
研
究
会
第
3
回
研
究

会
（
広
島
大
学
附
属
高
校
）

15�
日
／
第
１
５
８
回
ユ
ネ
ス
コ
サ

ロ
ン
橋
本
勇
夫
さ
ん
の
ギ
タ
ー

演
奏
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
響
き

�

（
段
原
公
民
館
）

15
日
／
理
事
会
（
段
原
公
民
館
）

27�
・
28
日
／
杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会

第
16
回
広
島
訪
問
平
和
学
習

（
広
島
平
和
記
念
資
料
館
な
ど

見
学
）

書
き
損
じ
は
が
き

回
収
の
お
願
い　

　

世
界
に
は
学
校
に
行
き
た
く

て
も
行
け
な
い
子
ど
も
や
、
読

み
書
き
計
算
が
で
き
な
い
人
が

数
多
く
い
ま
す
。

　

１
９
９
０
年
の
国
際
識
字
年

を
契
機
に
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協

会
連
盟
は
世
界
寺
子
屋
運
動
と

称
す
る
「
す
べ
て
の
人
々
に
教

育
を
」
を
目
標
に
し
た
途
上
国

へ
の
教
育
支
援
を
始
め
ま
し

た
。

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
も
こ
の

運
動
に
参
加
協
力
し
て
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ま
の
「
書
き
損
じ
は

が
き
」
の
回
収
へ
の
協
力
活
動

を
と
お
し
て
預
か
っ
た
は
が
き

を
ま
と
め
、
郵
便
局
で
手
数
料

１
割
で
切
手
に
交
換
。

　

さ
ら
に
本
部
は
全
国
か
ら
送

ら
れ
た
切
手
を
企
業
な
ど
の
協

力
を
得
て
換
金
し
、
こ
れ
を
資

金
と
し
て
途
上
国
の
識
字
教
育

7�
日
／
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
プ

レ
ー
ト
贈
呈
式
（
大
林
小
学
校
）

12
・
19
日　

2
／
2
・
9
日
／
時
事

　

英
語
講
座
（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

12�
日
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス

コ
活
動
研
究
会
準
備
会

�

（
段
原
公
民
館
）

18�
日
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス

コ
活
動
研
究
会
会
長
・
副
会

長
・
部
会
長
会
議

�

（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

20�･

27
日　

2
／
3
・
10
・
15
日

／
ス
ペ
イ
ン
語
講
座

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

今
の
支
援
国
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
の
国
々
で
す
。

（
文
化
部
会
理
事　

山
本
隆
信
）

〈,14
年
1
月
〉

5
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞

　

受
賞
者
団
体
紹
介
編
集
会
議

れ
ば
”
と
思
っ
た
こ
と
で

し
た
。

　

そ
し
て
、「
絵
本
を
通

し
て
ヒ
ロ
シ
マ
を
世
界
に

伝
え
る
」
こ
と
を
始
め
、

“
活
動
奨
励
賞
”
を
い
た

だ
い
た
の
が
ご
縁
で
し
た
。

現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
で
は
、
今
年

15
回
目
を
迎
え
る
「
平
和

の
鐘
」
の
集
い
や
、「
杉

並
ユ
ネ
ス
協
会
青
年
部
、

平
和
学
習
」、
受
入
れ
等

の
活
動
を
通
し
て
、
多
く

の
人
々
と
出
会
い
、
貴
重

な
体
験
と
学
ぶ
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

世
界
に
繋
が
る
「
ユ
ネ

ス
コ
の
平
和
の
理
念
」
を

次
世
代
に
伝
え
な
が
ら
、

共
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
理
事

柴
田
幸
子
さ
ん

　

１
９
９
５
年
、
北
京
で

開
催
さ
れ
た
第
４
回
世
界

女
性
会
議
に
、
参
加
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
私
の
人
生

に
と
っ
て
、
大
き
な
転
機

と
な
る
出
来
事
で
し
た
。

そ
こ
で
出
会
っ
た
世
界
の

女
性
た
ち
の
、
行
動
力
と

熱
気
に
、圧
倒
触
発
さ
れ
、

私
た
ち
も
“
広
島
に
住
む

女
性
と
し
て
何
か
し
な
け

日

　
　
　誌

広島ユネスコ協会の〝ひと 顔〟


